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【子どもと共にあそびを作り出す】 

                     

 
・安心できる環境、先生との安定した愛着関係を基盤とし、周囲の環境や友達に関心を広げていけるように関

わってきました。 

・触覚・視覚・聴覚など五感を活用したあそびの中で、先生の言葉掛けや表情・動作に反応しながら楽しむ姿

が見られました。 

・一人ひとりの発達や興味、心の状態に合わせ、少人数で関われる環境や素材の配置を工夫してきました。そ

れが、自らやりたいあそびを選んで関わろうとする意欲に繋がりました。 

・子どもが自分のペースで好きなあそびや興味を持ったあそびに関わる中で、安心して先生と一緒のあそびを

楽しむだけでなく、少しずつ友達にも関心が向くようになってきました。 

 

 
・ジュース作りやお面作り、指先あそびなど、その時期の子ども達の姿に合わせて環境を設定してきました。 

自分のやりたいあそびを先生と一緒に行い、楽しさを共有することで、友達とも積極的に関わって遊ぶこと

ができるようになりました。 

・集団あそびを取り入れ、友達と遊ぶ楽しさを味わえるよう関わりました。その中で言葉のやり取りがうまく

いかず、自分の気持ちを伝えられない姿もありました。先生が仲立ちすることで徐々に相手にも思いがある

ことが分かり、言葉でのやり取りが出来るようになりました。気の合う友達を見つけ、子ども同士で関わっ

て遊ぶ姿が増えました。 

 

 
 

 
・クラスでの集団あそびを通して友達と一緒に遊ぶ楽しさを味わうことができました。 

・コーナーあそびでは、それぞれ好きなあそびを見つけ積極的に関わり、クラスの友達だけでなく異年齢児と一

緒に遊ぶ楽しさも感じる事ができました。 

・廃材あそびでは、自分がイメージした物をどの様に形にすればいいのか分からず、先生に頼る姿がありました。 

遊んでいく中で、年上の友達が作る様子を見て真似をしたり、アドバイスをもらったりして、最近は自分なり 

に工夫して制作できるようになりました。また、年少児なりに制作した物を見せ合って互いに声をかけあい、 

あそびを楽しむ経験もできました。 

 
 

 

 

 

 

令和７年度 学校評価 まとめ 

○乳児組 【先生と一緒に遊ぶ楽しさを味わう】 

○２歳児 【先生と一緒に様々なあそびを経験し、楽しさを味わう】 

○３歳児 【好きなあそびを見つけ、友達と一緒に存分に楽しむ】 

【重点目標】 

【 内 容 】 



・毎日のあそびの振り返りで、各コーナーあそびの情報交換をし「明日はこうしたい！」「私もやってみた 

い！」と友達と同じ目的や期待感をもって遊ぶことができました。 

・友達とイメージを共有しながら遊ぶ中で、上手くいかないことや失敗に終わることもありましたが、子ども 

たちなりに考え、別の方法を試したり、「こうしたいから○○（道具や素材等）ない？」と先生に要求を伝え 

ながら遊ぶ姿が見られ、自分達で考えてあそびを進めたことでやりきった達成感や満足感を味わうことが出 

来ました。 

 
 
 

 
・子どもが自分で試したり、組み合わせたりできるあそびの素材や環境を用意し、見守りながら自由に遊

べる時間を確保したことで、想像力を働かせながら自分でやり方を考えたり、友達と協力し工夫して遊

び込む姿が見られるようになりました。 

・遊びの中で「どうやったらうまくできるか」を考えたり、クラスのあそびの振り返りの際にみんなで話

し合いアイデアを出し合うなどの経験を積むことで、自分たちのあそびを認め合い、次のあそびへの意

欲や見通しを持つことができました。また、試行錯誤しながらやりがいや達成感を味わうことで、主体

的にあそびに取り組む様子が見られました。 

 
 

子ども達が安心して過ごせる環境を整え、発達段階に応じたあそびを設定したり、友達とあそぶ楽しさを

味わえるよう集団あそびを取り入れてきました。また、友達とイメージを共有しながら試行錯誤できる環境

を整えたりするなど年齢に応じた関わりをしてきました。先生は子ども達が何に興味関心を示しているか

見取り、あそびの中での会話やささやきに耳を傾けながら、子どもと同じ目線でイメージを共有・共感し、

さらにあそびが広がるよう関わってきました。 

各クラスであそびの振り返りの時間を利用し情報を共有し合うことで、他の友達も興味を示し同じ目的

に向かって互いに試行錯誤し、協力し合いながら遊び込むことができました。子ども達それぞれが主体的に

関わり、あそびの楽しさを感じながら充実感や満足感、達成感を味わい、子どもと先生の学びの場となりま

した。 

 あそびは連続性があり、低年齢児からの様々な経験・体験の積み重ねが一人ひとりの興味関心を広げ、主

体的に遊び込む姿に繋がっていきます。今後も子どもの姿を見取り、「やってみたい！」「楽しい！」と思え

るあそびを子ども達と共に作っていきたいと思います。 

 
 
 

○４歳児 【友達とあそびのイメージを共有しながら、試したり、工夫して遊ぶようになる】 

○５歳児 【共通の目的に向かって、互いの考えを取り入れながら試したり工夫したりする】 
       【友達と目的を共有し、役割分担をしたり協力したりして遊ぶ楽しさを味わう】 
 
 

【 まとめ 】 

令和７年度 学校評価に関するアンケート結果のご報告 
 

学校評価に関するアンケートへのご協力誠にありがとうございました。今回の結果を今後の園運営に活かし、子どもたち
の育ちにより良い環境、保護者の皆さまが安心できる環境を目指してまいります。今後とも、ご理解ご支援のほどよろしくお
願い申し上げます。なお、アンケートの結果はホームページ上でご覧ください。 

↓アンケート結果はコチラから↓ 

 
 
 

 


